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　社伝によるとこの神社は、もと、粒江の清滝山中にありましたが、承久元(1219)年にやや南

にあたる現在の場所に移転したとされています。現在の社殿は、寛永19(1642)年に児島郡内の

17カ村の氏子によって再建されたものです。

　本殿は、屋根は入母屋造、檜皮葺となっており、周囲には擬宝珠高欄付の縁が巡らされていま

す。
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